
 

 

 

なかのＺＥＲＯにて食品衛生実務講習会を開催 

 

中野区食協は、令和元年 9 月 4 日（水）なかのＺＥＲＯ大ホールで食品

衛生講習会を開催し、各店の責任者ら 796人が受講した。 

講師には、一般社団法人東京都食品衛生協会 技術主幹の栗田滋通

氏を迎え、「自分の店は自分で守る！新しい自主管理『HACCP』の義務

化に向けて」と題して講演された。 

平成 30 年 6 月に食品衛生法が改正され、すべての食品等事業に

HACCPによる衛生管理が義務化されたこと。 

小規模事業者、飲食店事業者にはHACCPの考え方を取り入れた衛生

管理を実施することとなることから、これに対応するため、東食協が全会員

に「食品衛生管理ファイル」を配布したことから、この衛生管理ファイルの

使用方法を詳しく解説された。 

 

 

 

 

食品衛生実務講習会 



【講習会の模様：栗田講師が「衛生管理ファイルの熱心に解説している模様。 

また、受講者も新しい衛生管理方法について、真剣な面持ちで耳を傾けていた】 

 


